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１．はじめに  

現場で施工されるコンクリートは打込み後に湿潤養生を日

平均気温に応じた期間において実施すること（以下，初期養

生）が求められ，セメント種類に応じた養生期間の確保や養

生材の施工などが必要となる。そのため，所定の性能を確保

しつつ初期養生期間を短縮し生産性を向上することや別途

養生材の施工を必要としない省力化した養生方法などが望

まれ，コンクリートへ添加することで養生効果を付与する手法

について検討するに至った。養生効果を発揮する材料は，

ポリマーセメントコンクリートなどに使用されるラテックスである。

これまでの検討では，ラテックス添加量をポリマーセメント比

で 0.225%と少量としたときの初期養生効果，耐久性に及ぼ

す影響を評価しており，材齢初期の養生期間を 7 日間から 3

日間へ短縮しても表面透気係数，透水性，電気泳動による

塩化物イオン浸透抵抗性が同程度かそれ以上に改善するこ

とを確認している 1)。本論では，先ずモルタル供試体を用い

てラテックスの添加量が耐久性に及ぼす影響を評価した。次

に，コンクリート供試体を用いてラテックスを少量添加（ポリマ

ーセメント比 0.225%および 0.45%）し，初期養生期間を変え

て初期養生期間の短縮効果や耐久性（透水性，電気泳動に

よる塩化物イオン浸透抵抗性）に及ぼす影響について評価

した。さらに，ラテックス成分が紫外線劣化等によって得られ

る効果に変化がないか検証するため，屋外にて暴露を行い

耐候性評価を行った。 

２．実験概要 

使用材料を表1に，モルタル配合を表2に，コンクリート配

合を表 3 に示す。全ての評価において普通ポルトランドセメ

ントを使用した。練上がりのモルタルのフレッシュ性状は，15

打モルタルフロー値が 240±20mm，空気量が 5.0%±1.5%

となるように AE 減水剤および消泡剤を調整した。ラテックス

の添加量は，少量添加の影響を把握するため，ポリマーディ

スパージョンとしてセメント重量の 0～5%（ポリマーセメント

比：0～2.25%）の範囲で添加した。次にコンクリートのフレッ

シュ性状は，スランプが 12±2.5cm，空気量が 4.5%±1.5%と

なるように混和剤を適宜調整した。ラテックスはポリマーディ

スパージョンとして 0.5%あるいは 1.0%（ポリマーセメント比で

0.225%あるいは 0.45%）の 2 水準と無添加の水準を用意した。

モルタルおよびコンクリートの製造は 20℃，RH60%環境下で

行い，ベースコンクリートを練り混ぜたあとにラテックスを添加

した。供試体は打込み後，直ちに封緘養生を行い，20℃環

境下で初期養生を行った。初期養生期間は 3 日あるいは 7

日の 2 種類とし，ラテックスを添加した水準は 3 日のみとした。

したがって，実験水準はラテックス添加量および初期養生期

間を組み合わせて， 4 水準とした（表 4）。初期養生後は脱

型し試験材齢になるまで 20℃，RH60%で気中養生としたが，

透水量を評価する供試体は材齢 91 日から栃木県真岡市の

雨水や日光が作用する自然環境下で約 400 日間暴露した。

評価項目は，透水量（JIS A 6909 B 法），塩化物イオンの実

効拡散係数（電気泳動法 2）を参考）とした。 

 

表 1 使用材料 

材料名 記号 物性値ほか
普通ポルトランドセメント N 密度3.16g/cm3，比表面積3280cm2/g

細骨材 S 桜川市岩瀬産砕砂，表乾密度2.63g/cm3

粗骨材 G 桜川市岩瀬産砕⽯，表乾密度2.66g/cm3

AE減水剤 Ad リグニンスルホン酸化合物とポリカルボン酸エーテルの複合体
AE剤 AE アルキルエーテル系陰イオン界面活性剤
消泡剤 AF ポリアルキレングリコール誘導体
ラテックス LX SBRラテックス，固形分率45%  

表 2 モルタル配合 

W/C Ad AF LX
(%) W C S (C×%) (C×%) (C×%)

NLX0%-3d 0.5 ー ー
NLX0.25%-3d 0.5 0.016 0.3
NLX0.5%-3d 0.5 0.025 0.5
NLX1.0%-3d 0.5 0.030 1.0
NLX2.5%-3d 0.5 0.035 2.5
NLX5.0%-3d 0.5 0.035 5.0

単位量(kg/m3)水準名 S/C

50 2.7 271 542 1414

 

表 3 コンクリート配合 

N H FA
N 1.10 0.001 －

NLX0.5% 1.00 － 0.225
NLX1.0% 1.00 － 0.450

811 1003165 330 － ー12.0 4.5 50.0 45.0

単位量(kg/m3)

W B S G Ad
(B×%)

AE
(B×%)

LX固形分
(B×%)

水準 SL
(cm)

Air
(%)

W/B
(%)

s/a
(%)

 

表 4 実験水準 

記号 N3d N7d NLX0.5%3d NLX1.0%3d
ラテックス添加量 0.5% 1.0%
初期養生期間 3日 7日 3日 3日

0%
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３．実験結果 

 モルタル供試体を用いてラテックス添加量を変えた時の透

水量の結果（材齢 91 日）を図1に示す。結果から，ラテックス

の添加量が多くなると透水量が低下し，添加量が 1.0～5.0%

の範囲では概ね同程度で推移した。ラテックスの添加量に

ついてはコスト面も勘案する必要があり，AE 減水剤から高性

能 AE 減水剤へ混和剤を変更した程度の価格設定になるよ

う配慮すると，ラテックスの添加量は 0.5～1.0%が適量と判断

した。 

屋外暴露後の透水量の結果を図 2 に示す。結果から N7d

が N3d よ り も 低 下 し ， NLX0.5%3d と 同 程 度 と な り ，

NLX1.0%3d が一番小さくなった。したがって，ラテックスの添

加量を 0.5%以上とすると初期養生 7 日間と同程度以上の性

能を保持できると考えられる。さらに，結果を示していないが，

暴露材齢約 100 日においても同様に計測評価しており，材

齢の進行によって透水量の値が小さくなっていたため，雨水

の作用により水和が進行し，ラテックスによって雨水等による

結合材の水和を阻害しないことも確認できた。以上の結果か

ら，屋外にて約 400 日間の暴露を行った時点では，紫外線

等によるラテックス水準への影響は無いと判断される。 

材齢 28 日において電気泳動による試験を行い，求められ

た塩化物イオンの実効拡散係数の結果を図 3 に示す。結果

から N3d が一番大きく，ラテックス水準は添加量に応じて小

さくなり，N7d が一番小さくなった。 

４．考察とまとめ 

 本論の結果から，ラテックスを添加することで初期養生期

間が同じ場合に耐久性を改善し，初期養生期間を 7 日から 3

日へ短縮しても同程度の結果を得られた。既往の検討では，

長さ変化，透気性，透水性，塩化物イオン浸透性の結果と細

孔径分布の結果から，コンクリート表面が乾燥する過程では，

細孔空隙中の水分の逸散に伴い被膜状に変質したラテック

スが細孔中に残留し水分の逸散が緩慢になり養生効果が発

揮され，乾燥以降は，ラテックス被膜が細孔空隙中に残存す

るため物質移動抵抗性を改善すると考察してきた 1)。本論の

結果も同様なメカニズムによるところが大きいと考えられる。

さらに，屋外暴露の試験から紫外線による劣化も確認されな

いため，実環境においても十分効果を発揮するものと推察さ

れる。上述した内容にラテックスの添加量の影響の結果やコ

ストパフォーマンスを考慮すると，ラテックスの添加量はポリ

マーセメント比で 0.225%あるいは 0.45%と設定すれば，初期

養生期間を短縮できる，あるいは同じ初期養生期間であれ

ば耐久性を向上することができると考えられる。 
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図 1 ラテックス添加量の影響と透水量の関係 
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図 2 屋外暴露 400 日後の透水量結果 
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図 3 塩化物イオンの実効拡散係数 
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